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芭蕉の館・彫刻周遊

　
「
広
報
お
お
た
わ
ら
」１
月
１
日
号
の
本

欄
に
続
き
、
今
回
は「
奥
の
細
道
シ
リ
ー

ズ
」
の
切
手
シ
ー
ト（
全
20
枚
、
昭
和
63
年

発
行
）の
内
、
第
２
集
と
第
３
集
を
紹
介
し

ま
す
。

　

第
２
集
は
那
須
か
ら
芦
野
に
か
け
て

で
、
１
枚
目
に
は
時
鳥
の
絵
と
芭
蕉
の
句

〈
野
を
横
に
馬
牽
む
け
よ
ほ
と
ゝ
ぎ
す
〉が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。句
意
な
ど
に
つ
い
て

は
す
で
に
「
広
報
お
お
た
わ
ら
」
平
成
23
年

11
月
１
日
号
の
本
欄
で
触
れ
た
た
め
、
略

し
ま
す
が
、
芭
蕉
が
黒
羽（
余
瀬
）を
出
立

し
、
黒
羽
藩
城
代
家
老
浄
法
寺
図
書
か
ら

提
供
さ
れ
た
馬
で
殺
生
石
に
向
か
う
途

中
、
馬
子
に
短
冊
を
所
望
さ
れ
て
こ
の
句

を
詠
ん
だ
こ
と
が
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』に

は
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
枚
目
は
、柳
陰
の
絵
と
芭
蕉
の
句〈
田

一
枚
植
て
立
去
る
柳
か
な
〉で
す
。句
意

は
、
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
柳
の
陰
に
ほ
ん

の
し
ば
ら
く
の
つ
も
り
で
立
ち
寄
り
、
感

慨
に
ふ
け
っ
て
い
た
が
、
気
が
つ
く
と
早

乙
女
た
ち
は
一
枚
の
田
を
植
え
終
わ
っ
て

立
ち
去
っ
て
行
く
の
で
、
思
わ
ず
時
を
過

ご
し
た
も
の
だ
と
、
思
い
を
残
し
つ
つ
私

も
柳
の
も
と
を
立
ち
去
る
こ
と
だ
、
と
な

り
ま
す
。季
語
は「
田
植
」で
夏
で
す
。

　

第
３
集
は
須
賀
川
〜
福
島
で
、
１
枚
目

は
栗
の
花
の
絵
と
芭
蕉
の
句〈
世
の
人
の

見
付
ぬ
花
や
軒
の
栗
〉で
す
。句
意
は
、
世

間
の
人
が
目
に
と
め
な
い
こ
と
も
か
ま
わ

ず
、軒
先
の
栗
に
花
が
咲
い
て
い
る
、と
な

り
ま
す
（
季
語
は
「
栗
の
花
」
で
夏
）。須
賀

川（
福
島
県
須
賀
川
市
）滞
在
中
に
訪
れ
た

僧
可
伸（
俳
号
は
栗
斎
）の
庵
で
の
挨
拶
吟

で
、
可
伸
の
閑
寂
な
隠
栖
生
活
に
対
す
る

共
感
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
枚
目
は
、早
苗
の
絵
と
芭
蕉
の
句〈
早

苗
と
る
手
も
と
や
む
か
し
し
の
ぶ
摺
〉で

す
。句
意
は
、こ
こ
で
忍
ぶ
摺
が
行
わ
れ
た

の
は
昔
の
こ
と
で
、
せ
め
て
早
苗
を
と
る

早
乙
女
の
手
つ
き
に
そ
の
当
時
の
所
作
を

偲
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
、と
な
り
ま
す（
季
語

は「
早
苗
」で
夏
）。　

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館
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奥
の
細
道
シ
リ
ー
ズ
切
手
２

　この作品は、ふれあいの丘の駐車場入口の左側
に置かれています。
　がっしりとした人の上半身。そこから大きく力強

い手が両側か
ら伸びてきて、
円錐状のもの
をしっかりと支
えています。タ
イトルにブラス
ホルンとあるよ
うに、それは真
鍮（しんちゅう）
でできた管楽
器、ホルンのバ
ルブを右手で
押さえ音楽を
奏でている姿
です。
　この作者の
作品には、楽器

を演奏する姿を題材にしたもの
が多く見られます。鳴っている音
は３秒もするとすぐ昔のものと
なり色あせ忘れ去られることの
連続で、「音は時間をただよって
過去と未来を交差する」ものと作

者は捉えています。一方、「石はそこにたたずんで
空間を見ている」ものとしています。こうした音、音
楽に対する感覚をこの作品で表現しました。
　作者は、1970年福岡県生まれの木裳耕二氏。
1989年九州造形短期大学を卒業し、同年福岡県美
術展で福岡県知事賞を受賞。1993年の二紀展奨励

賞受賞を皮切りに同展
で入賞を重ね、現在二
紀会員。2006年には不
運にも交通事故で障害
をもつ身となってしま
いましたが、果敢にリハ
ビリ、創作活動に取り組
み、2010年からは二紀
展への出品を再開して
います。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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